
平成28年度第１回広報推進協議会

平成２８年７月１５日（金） １３時００分～１４時３０分

国土地理院 関東地方測量部 大会議室（８F）

議事次第

議 題

(1) 平成27年度取組の成果報告

(2) 構成団体の平成28年度広報活動の取組について

(3) 広報推進協議会の今後の取組について

(4) その他

次回日程について

（資料１） 測量のイメージアップのための「リーフレット」に

ついて

（資料２） 構成団体の平成28年度広報活動の取組について

（資料３） 国土地理院の取組
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国土交通省　土地・建設産業局
建設市場整備課

日時：平成２８年７月１５日（金） １３：００～１４：３０
場所：関東地方測量部大会議室
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平成28年度　広報活動計画

全国測量設計業協会連合会 測量専門教育センター 地図調製技術協会 日本測量協会 日本測量調査技術協会 日本地図センター 国土地理院

４月 　未定 【学校説明会】 　未定
【科学技術週間】科学館ガ
イドツアー H28.4.19～24

５月 【模擬試験】

６月 【地図展】 【野外実習】H28.6.23
【イベント】
　　測量の日、
　　イノベーション大会

【報告会】国土地理院報告
会　　H28.6.8

７月 【学校説明会】
【霞ヶ関見学デー出前授
業】
　　H28.7.27～28

【地図教室】H28.7.23,24,26
【イベント】測量の日特別
企画　H28.7.3

８月 【学校説明会】

【企業訪問】H28.8.1～2
【展示会】H28.8.10～12
【地図教室】
H28.8.18,20,21
【研修会】H28.8.23

９月 【学校説明会】

１０月 【学校説明会】 【企業訪問】H28.10.20

１１月 【学校説明会】
【イベント】
G空間EXPO
地理空間情報フォーラム

【イベント】
　　G空間EXPO

１２月 【学校説明会】

１月

２月 【学校説明会】

３月

通年 【体験入学】
【広報誌刊行】
【講習会】

【展示】地図と測量の科学
館
　ギャラリー展
　　　H28.3.15～9.14

資料 ２
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測量専門養成施設（中央工学校）における広報活動への取り組み 

 

１．現在取り組んでいる広報活動 

対  象 
行 事 名 等 
（会場） 

概          要 

高校生 
社会人 

(保護者) 

学校説明会 
（中央工学校） 

入学希望者（保護者含む）を対象に、学校・学科・入試・
資格取得・就職・学費等について説明。 
（平成 27 年度実績）参加人数（実施回数）：62 名（10 回） 

体験入学 
（中央工学校） 

学校説明会と同じ説明と、90 分間の模擬授業（測量機器
の体験）を実施。 
（平成 27 年度実績）参加人数（実施回数）：224 名（27 回） 

保護者 
保護者対象 
学校説明会 

（中央工学校） 

入学希望者の保護者を対象に学校・学科・入試・資格取
得・就職・学費等について説明。 
（平成 27 年度実績）参加人数（実施回数）：16 名（2 回） 

高校生 

高校ガイダンス 
（各高等学校） 
会場ガイダンス 

（各地域の会場） 

2・3 年生に対しては学校説明会と同じ内容、1 年生には、
業界・業種の説明等を実施。（毎年、約 20 回程度実施） 

高校生対象 
測量士補模擬試験 
（中央工学校） 

測量士補国家試験への対策として、毎年 4 月または 5 月
の土曜日に実施。（毎年、約 10 校、約 100 名が参加） 

出前授業 
（各高等学校） 

高校からの依頼を受けて、本校の教員・器材を用いて出
前授業を実施。 

教員 
高校訪問 

（各高等学校） 
卒業生の就学状況や卒業後の進路などを、旧クラス担任

または進路指導担当者に報告。 

一般 
「くらしと測量・地図」 

展 
（新宿駅） 

「測量の日」記念行事である「くらしと測量・地図」展
に、東京地区実行委員会として参加。 

 

２．今後、取り組みを検討している広報活動 

対  象 
行 事 名 等 
（会場） 

概          要 

高校生 
教員 

総合測量実習 
への見学・参加 

（軽井沢研修所） 

土木科や農業科を有する高校を対象に、毎年 9 月に本校
研修施設（軽井沢研修所）で実施している合宿形式の総合
測量実習への見学と参加を呼び掛ける。 

小学生 
中学生 

体験学習への参加 
（中央工学校） 

（各小・中学校） 

総合学習等の時間を利用して、地図や測量に関する学習
を展開する。 

 

以  上 
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（一社）地図調製技術協会における 28 年度 広報活動報告 
平成 28 年 6 月 29 日 

（一社）地図調製技術協会 
業務執行理事 稲垣 秀夫 

１． 平成 28 年 6 月 23 日  国土地図(株)及び地図調製技術協会の共同活動 
  群馬県教育委員会富岡市教育部・生涯学習課からの依頼により、富岡市立妙義中学校

の三年生を対象に､学校周辺の地図と空中写真・野帳（ノート）・カメラなどを現地に携行

して実際の生活空間と対比しながら防災知識を学ぶ学習（座学・課外学習）を実施した。 
 座学では、プロジェクターで大きく投影した余色立体画像を自作の余色立体メガネで立

体視しながら地形判読や植生判読の体験講座を行った。また、雨天時を想定して座学の補

助材料として東日本大震災時の被災地調査に用いた装備・機材・保存食などを持参して床

に並べて置いたら思いの外興味を持たれて会話が弾んだ。 
 科学館で 7/3～9/11 に開催される企画展示「地図を読む」の広報チラシを学校及び富岡

市教育部に配布。 
本件の現地調査活動が上毛新聞に地域記事として掲載された（記事の切り抜き参照） 

 
２．平成 28 年 7 月 27 日～28 日 国土地図(株)及び地図調製技術協会の共同活動 
 文科省生涯学習政策局が主催する「土曜学習応援団」の定期活動である霞ヶ関官庁施設

の「こども見学デー」において東京タワーから北側を俯瞰するアナグリフ（都心の眺望）

を展示し、空間情報を可視化する地図調製を広報する。 
併せて、展示するアナグリフの縮小版（A4）と余色立体メガネの設計図を来場者に配布

し、親子・児童・学生に自作メガネによる立体視を体感してもらい、3 次元表現に対応す

る職業技術として興味を持つ事に期待。 
 
３．平成 28 年 10 月 20 日 会員会社として国土地図(株)による広報活動 

  金沢県立錦ヶ丘中学校の修学旅行生のうち地図・地理に興味を持つ生徒の会社見学を

受入、地図製作現場における最新のデジタル技術体験。或いは空中写真デジタル画像と基

盤地図情報（ベースマップ）を用いてＧＩＳのモニターによる立体視（地理調査技術）と

地形や植生の判読などを体験させて国土保全に無くてはならないインフラ技術として地図

調製事業／測量技術に対する認識を深めて貰うことを継続活動の目的としている。 
陸・海・空の地図（チャート）を並べて見せるだけで生徒の関心度は高い。また、大型

のプロッターで A0 サイズのハザードマップを出力して見せるデジタル印刷技術のデモな

ども好印象である。 
同一活動として以下２校の企業訪問に対応済み 
27 年 6 月：愛知県安城市東山中学校 
28 年 3 月：宮城県仙台市立東仙台中学校 
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主な広報活動

種類 名称等 内容 会場等 主な対象 参加者等 備考

1 広報誌の刊行月刊「測量」 技術情報誌（月刊・１００ｐ・約１．３ｊ万部） － 会員ほか　測量技術に関心のある者

2 記者発表 主要建設専門紙への記者発表 会見又は資料配付 内容により会見あり 専門紙５社 年間１０程度

3 測量の日 測量の日実行委員会活動 ポスター、パンフ等の配布 全国 公的機関、国民一般

4 測量の日 地方での行事開催 講演会・体験イベント等 全国 国民一般

5 イベント 測量・地理空間情報イノベーション大会先端技術の紹介など 東京大学 企業、学生など 約１８００名 資料参照

6 イベント Ｇ空間ＥＸＰＯ　・地理空間情報フォーラム地理空間情報普及のためのイベント、関係団体共催 日本科学未来館 国民一般 約１９０００名 資料参照

7 講習会 公共測量講習会 公共測量の啓発 全国１１ヶ所 行政機関 約７００名

8 その他 パンフレット配布 広報推進協議会作成パンフの配布 － 本部、支部開催のイベント、総会、大学等へ配布

NTFPC139
タイプライタ
日本測量協会
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広報関係の取組
（一財）日本地図センター

① 地図ふぇす

時期 ８月１０日（水）、１１日（山の日）、１２日（金）

会場 日本地図センター会議室

内容 新たに制定された国民の休日（山の日）に合わせて、目黒の本所周辺の

一般市民を対象として、「地図と写真で見る関東の山々」のパネル等を展

示するほか、国土地理院がかつて作成した「日本の山岳標高一覧－１００

３山」（技術資料）をベースとしたデータ集「日本の山岳標高１００３山」

（７月末、日本地図センター刊行）等を紹介する。

② 夏休み地図教室

時期 ７月２３日（土）、２４日（日）、２６日（火）

８月１８日（木）、２０日（土）、２１日（日）

会場 日本地図センター会議室

内容 小学校中～高学年向けの内容で、近隣の教育委員会の後援を得て、講師

の話のほか、保護者と一緒に地図と遊ぶ。今年のテーマは、「３ D 富士山
を作ってみよう！」、「世界を食べる地図作り！」、「手作り地球儀に挑戦

しよう！」。

③ マップリーダー研修会

時期 ８月２３日（火）

会場 日本地図センター会議室

内容 人々の地図に対する理解を深め、社会に地図の楽しさを広めるために活

躍される人材を育成する。

④ マップリーダー・フォローアップ研修会

時期 ８月２３日（火）

会場 国立国会図書館、日本水準原点標庫

内容 マップリーダーに認定された方を対象として、スキルアップを目的とし

て実施する。今回は、「永田町で地図と測量の歴史を学ぶ」と題して、国

立国会図書館に収蔵されている各時代に各国が作成した地図の閲覧、日本

水準原点の説明を受け、１００年以上利用されている基準点の歴史を学ぶ。

⑤ 児童生徒の職場訪問学習

時期 ８月１日（月）、２日（火）

会場 日本地図センター

内容 千代田区立九段中等教育学校の生徒を受け入れ、地図づくりの現場での

体験学習を行う。
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国土地理院の広報の取組

2015年11月
国土地理院
広報戦略

国土地理院
独自の広報

2015年12月

広報推進協議会

産学官の測量
関係者が連携

関係団体との
協議

有識者からの
意見

2016年3月
「国土を測る」
意義と役割を
考える懇話会

測量の意義と役
割を国民に広く
適切に伝える

リーディング・
プロジェクト

国土地理院における広報取組の三本柱

1

資料３



目的
「国土を測る」測量について、その意義や役割を明確にし、これを広く国民に
伝える上で、何をどのように伝えることが適切であるか、有識者からの意見を
聴取し、今後の取組に反映させる。

構成員

• マスコミ関係者、地図・測量成果等のユーザ、学識経験者（測量、土木、
地理教育等）、測量に関連のある各分野の専門家（建設、宇宙、防災等）
合計10名程度を想定

• 測量関係者（測量団体等）については、オブザーバとして参加を予定

開催予定
第1回を平成28年3月に、第2回を平成28年5月に開催
全4回程度開催し、平成28年中に報告書等に取りまとめる予定

その他

• 会議は原則として全てオープンなものとし、記者等が会議全体に参加し記
録等を行うことを認める（会議資料や議事録等についても、原則公開予
定）

• 懇話会で出された意見については、国土地理院において取りまとめ、広報
推進協議会等における検討に反映

主催者 国土地理院

「国土を測る」意義と役割を考える懇話会について

「国土を測る」意義と役割を伝える懇話会の概要

2



第１回懇話会（平成28年3月25日）

第２回懇話会（平成28年5月22日）

国土地理院の取組や役割について広く国民に紹介するための方策を議論。
会合に先立ち、懇話会委員が国土地理院の観測施設や「地図と測量の科学館」をご視察。

VLBIアンテナ
(地球上でのわが国の位置を正
確に測る。直径32m)

絶対重力計
(わが国の重力の値のおお
もとを作る機械)

日本列島空中散歩
(測量と地図の科学館。3Dメ
ガネで熊本周辺の地形を体

感)

第2回懇話会
(国土地理院の取組や役割を広く国民
に紹介するための方策を議論)

社会経済活動と「国土を測る」という活動との関係等について議論。

（主な意見）
・「広報」ということを考えるのであれば、ストーリーで語る、文脈で語っていっては
どうか。
・「広報」という観点では、下流からの発想が結構重要だと思う。

（主な意見）
・「まもる」という役割について、国民の日常生活を支える役割がまずあり、その延長線上に災害対応がある。
・「伝えたいこと」ではなく「世の中の人が知りたいこと」を伝える観点で広報しないと関心をもたれない。

第1回懇話会

「国土を測る」意義と役割を伝える懇話会の開催実績

今後の予定

今後関係団体へのヒアリング、第3回・第4回懇話会を経て本年末を目処に報告書を取りまとめる予定。3



リーディングプロジェクト

4


